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下水道普及率

下水道管延長
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1961
水質悪化のため

隅田川花火大会中止

1962
東京都

下水道局発足

1964
1964年東京オリンピック・

パラリンピック開催

1960年代-

下水道管・下水処理場の建設

が急速に進む

1967
小台処理場で日本最大規模

（当時）の汚泥焼却炉運転開始

1978
水質改善が進み、

隅田川花火大会

再開

環境基準
（BOD･mg/L）

下水処理量

3
万㎥/日
(1924年)

(1961年)62
万㎥/日

50
万㎥/日

104
万㎥/日

300
万㎥/日

421
万㎥/日

下水道・下水処理100年のあゆみ

三河島
汚水処分場
運転開始

1930
砂町

汚水処分場
運転開始

1922　
日本初の近代下水処理施設

となる三河島汚水処分場

運転開始

1934　
三河島汚水処分場で

活性汚泥法による

水処理を導入

1970
公害国会開催

1922 1931
芝浦

汚水処分場
運転開始

1962
小台下水処理場

（現:みやぎ水再生センター）
運転開始

1964
落合

下水処理場
運転開始

1966
浮間下水処理場

（現:新河岸水再生センター）
運転開始

1967
森ヶ崎

下水処理場
運転開始

1977
小菅

下水処理場
運転開始

1981
葛西

下水処理場
運転開始
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